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【支援金確定額：93,046 円 支援率：80%】                  記入日：平成 27 年 4 月 23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■どのような活動をしている団体ですか？ 

① 援農作業 

年間を通じ市内営農者を対象に野菜の出荷作業や除草、 

機械の取扱いなどの軽作業(ボランティア作業）を行って 

いる。 

② 自主耕作作業（野菜栽培技術向上等） 

 市内における遊休農地解消策として市事業への協力を図 

 るとともに、福祉施設へ新鮮で安全な農産物の提供を行 

い、また、農作業の体験学習なども行うことで農業の楽 

しさ、理解等を深めていく。 

 

■事業立上型支援金をどのように活用されましたか？ 

① 年間を通じ７軒の生産者に対し出荷作業や除草などの 

農業ボランティア作業を実施した。 

② 遊休農地対策として、４５０坪の圃場にサツマイモや 

ジャガイモ等の自主耕作作業を行い、市内福祉施設等に 

よる農作業体験や農作物の提供を実施した。 

 

 

 
   

    10 月 4日       市農水産まつり親子農業体験バスツアー事業協力 

    10 月 17・20・24 日 市特別支援学校イモ掘り体験 

    11 月 8日      市農水産まつり及び健康政策課イベント協賛農産物の提供 

 

■事業を実施することで、どのような成果がありましたか？ 

① 活動も２年を過ぎ、さまざまなボランティア活動を行って 

来た中で、今年度はクラブ員メンバーも２７名と増員した。 

② 研修中の次期メンバーもおり、ますます活動の幅が大き 

くなっている。 

③ 自主耕作作業や機械類取扱い研修を充実させること、 

また、市内福祉施設への協力等を行うことは、都市農業の 

維持や発展につながるものである。 

 

■今後の活動の抱負について 

今年度はクラブ員メンバーも 27 名と増え、さらに研修中の次期メンバーもおり、ますます活動の幅が 

大きくなっている。 

受入農家も現在は 8軒だが、今年度はさらに増やす予定でもある。 

 自主耕作作業や機械類取扱い研修等の充実、また、市内福祉施設、教育機関等への農産物の提供を通し 

て市内農業の魅力を周知するとともに、さらなる経験を通して都市農業の維持や発展につながるものと確 

信している。 

市内農家の受入要望も増えてきていることから、これらに応えるためにもさらなる栽培技術向上やさまざま

な経験が必要であると思われる。 

 

■問い合わせ先：代表  野口 廣之（のぐち ひろゆき） 

TEL：047－422－ 1127 

【援農作業等実施状況】 

＜船橋市援農クラブ＞                     【事業立上型】 

農業ボランティア事業 

 

 

 

【市特別支援学校イモ掘り実施状況】 

 
【平成 27 年度通常総会実施状況】 


